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１. 業績予想の修正

平成21年3月期 通期連結業績予想数値の修正  (平成20年4月1日～平成21年3月31日) (単位:百万円)

（％）

平成21年3月期 通期個別業績予想数値の修正  (平成20年4月1日～平成21年3月31日) (単位:百万円)

（％）

業績予想の修正理由

（1） 連結

及 ぼ し 、 予 想 を 遙 か に 超 え る ス ピ ー ド と 規 模 で 景 気 は 悪 化 し て ま い り ま し た 。 当 社 グ ル ー プの 関 連 す る 事 務 機 器

と な る 見 込 み で あ り ま す 。

見込みであります。

ま た 、 第 2 四 半 期 以 降 の 急 激 な 円 高 は 、 輸 出 企 業 の 業 績 悪 化 に 一 層 の 拍 車 を か け 、 今 ま で に 無 い 厳 し い 経 営

こ の よ う な 状 況 下 で 、 当 社 グ ル ー プ の 通 期 の 連 結 売 上 高 は 、 前 回 予 想 の 153 億 円 を 3.7%上 回 る 158 億 60 百 万 円

営業利益は、上半期での原油価格等資源価格の高騰や下半期での円高の影響をまともに受けましたが、売上

経 常 利 益 は 、 営 業 利 益 の 増 加 と 前 回 予 想 の 為 替 差 損 4 億 70 百 万 円 は 、 2 億 55 百 万 円 減 少 し 2 億 14 百 万 円 の 計

247 △ 264

―

売上高 営業利益

上 と な る 見 込 み で 、 5 億 40 百 万 円 を 102.7% 上 回 る 10 億 94 百 万 円 、 当 期 純 利 益 は 、 法 人 税 等 6 億 12 百 万 円 、 法 人

税 等 調 整 額 3 億 11 百 万 円 の 計 上 は あ り ま し た が 、 前 回 予 想 の 1 億 10 百 万 円 を 33.6% 上 回 る 1 億 46 百 万 円 と な る

高 の 増 収 に よ り 、 前 回 予 想 の 9 億 円 を 31.5% 上 回 る 11 億 83 百 万 円 と な る 見 込 み で あ り ま す 。
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業績予想の修正及び繰延税金資産の取崩に関するお知らせ
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13,224

業界におきましても、経済全般の減速で国内外の需要が低調に推移して、販売競争の激化を招きました。

環 境 と な り ま し た 。

増 減 率 0.4

△ 774△ 4429,834今 回 発 表 予 想 (B)

増 減 額 (B-A) 34

1,243

31.5 102.73.7

9,800

720 380

通 期 の 世 界 経 済 情 勢 は 、 米 国 の サ ブ プ ラ イ ム ・ ロ ー ン 問 題 を 発 端 と し た 金 融 危 機 が 世 界 実 体 経 済 に 悪 影 響 を

△ 50.54△ 530
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（2） 個別

２. 繰延税金資産の取崩について

から、繰延税金資産の全額取崩を行い、法人税等調整額に2億43百万円(損失)を計上いたします。

以 上

百万円の損失から7億74百万円の損失となる見込みであります。

万円の損失から4億42百万円の損失となる見込みであります。

為 替 差 損 4 億 11 百 万 円 ( 前 回 発 表 時 予 想 ﾚ ｰ ﾄ 1 ﾄ ﾞ ﾙ =\90,1 ﾕ ｰ ﾛ =\125) は 3 億 65 百 万 円 減 少 し て 、 45 百 万 円

当 期 純 利 益 は 、 当 期 の 業 績 及 び 来 期 の 業 績 を 踏 ま え て 、 繰 延 税 金 資 産 の 回 収 可 能 性 に つ い て 慎 重 に 検 討

し た 結 果 、 全 額 を 取 崩 す こ と と し 、 法 人 税 等 調 整 額 2 億 43 百 万 円 を 計 上 し た こ と 等 に よ り 、 前 回 予 想 の 5 億 10

当 期 の 業 績 予 想 に お い て 、 繰 延 税 金 資 産 の 回 収 可 能 性 に つ い て 将 来 の 十 分 な 課 税 所 得 が 見 込 め な い こ と

( 今 回 修 正 実 績 ﾚ ｰ ﾄ 1 ﾄ ﾞ ﾙ =\98.23,1 ﾕ ｰ ﾛ =\129.84) の 計 上 と な る 見 込 み で あ る た め 、 前 回 予 想 の 6 億 90 百

営 業 利 益 は 、 デ ジ タ ル プ リ ン タ の 販 売 価 格 競 争 の 激 化 が コ ス ト ア ッ プ を 招 き 前 回 予 想 の 3 億 50 百 万 円 の 損 失

か ら 5 億 30 百 万 円 の 損 失 、 経 常 利 益 は 、 営 業 損 失 の 増 加 と な り ま し た が 、 前 回 予 想 よ り も 円 安 に 推 移 し て

通期の個別売上高は、前回発表とほぼ同額の98億34百万円となる見込みであります。
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